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の夏休みから進めてきました北校舎のリフ昨年
レッシュ工事が完了しました。今回の工事では、北

校舎の外壁と、生徒用トイレを改修しました。

、優しいグレーとホワイトの校舎の外壁は
ツートンカラーに塗り替えられました。青空とマ

ッチする落ち着いた風合いに仕上がったと感じま

す。もちろん、雨漏り対策も施工済みです。

、高級ホテルのトイレのような、清潔で高級感のある生徒用トイレは
落ち着いた雰囲気に仕上がりました。

人感センサー付きライト＆換気扇の採用で、近付くとスイッチが入り、離れてからしばらくするとス

イッチが切れるようになりました。ライトはもちろんＬＥＤを採用していて、節電仕様です。手洗い場

は自動水栓に、個室は暖房便座付きの洋式便器になりました。また、個室は木目調の仕切り板や扉で装

飾されています。

男子トイレの小便器は、使用した後に自動で水が流れる自動洗浄便器です。足下には大理石調の石が

敷かれました。

ここではモノクロ写真での紹介になってしまいましたが、カラーでご覧になりたい方は、本校のホー

ムページをお訪ねください。

令和３年度 学校評価アンケートを終えて

に生徒の皆さん、並びに保護者の皆様にご協力いただいた学校評価アンケートの集計が終わ１月
りましたので、本紙裏面に掲載しました。集計方法としては、

① Ａ： はい」＋Ｂ： どちらかといえばはい」の割合を示しました。「 「

② 比較することができるように 「昨年度のＡ＋Ｂ」の割合を示しました。、

ぜひご一読いただくとともに、引き続き、本校の教育活動にご理解とご協力を賜りますよう、お願い

いたします。

３年生の保護者の皆様へ

。学級担任にご返却ください。入校証（赤色）を回収させていただきます

豊国だより



質　問　事　項
昨年度の
A＋B 質　問　事　項

昨年度の
A＋B

1 授業は分かりやすい 94% 84% 1
お子様は、授業（全般的に）が分かり
やすいと言っている。

77% 62%

2
学校の授業を通して、自分はよく考え
て発言するようになったと感じてい
る。（新設）

74% 2

学校の授業を通して、よく考えて発言
するお子様の姿が見られるように
なったと感じている。（新設）

60%

3
授業では、タブレットやICT機器が活用

 されている。（新設）
96% 3

学校の授業ではタブレットやＩＣＴ機器
を活用した指導を行っていると感じ
る。（新設）

87%

4
学校や地域で、明るい挨拶をしてい
る。

92% 94% 4
お子様は、学校や地域で明るい挨拶
をしている。

87% 80%

5
先生たちは、自分のよさや気持ちを
理解している。

91% 82% 5
教員は、お子様のよさや気持ちを理
解している。

86% 80%

6 相談しやすい先生がいる。 82% 69% 6
お子様にとって相談しやすい教員が
いる。

68% 64%

7
先生たちは、相談したとき、すぐに対
応している。

94% 90% 7
教員は、お子様が相談したとき、迅速
に対応していると感じる。

78% 66%

8
体育競技会や合唱コンクール等の行
事を通して、仲間意識が高まったと感
じている。

96% 92% 8

学校は、体育競技会や合唱コンクール
等行事を通して、生徒の仲間意識が
高まるように指導していると感じる。

91% 88%

9
学校・学年だより等について、家で話
題にすることがある。

65% 60% 9

学校は、教育活動の様子を学校・学年
だより等で、定期的に情報発信してい
ると感じる。

96% 94%

10
先生たちは、ご家族と力を合わせて
対応している。

88% 86% 10
学校は、ご家庭と連携して指導してい
ると感じる。

82% 80%

　「生徒アンケート」では、多くの発問において、「はい」「どちらかといえばはい」と答えた生
徒の割合が増加しています。昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、活躍
の場が制限されてしまった一年間であったにもかかわらず、一つ一つの活動を肯定的に捉え、前向
きに取り組んでいる生徒の皆さんが多いことに安心しました。
　一方、「生徒アンケート」の設問１「授業は分かりやすい」では９割以上が「はい」と答えてい
ますが、設問２「学校の授業を通して、自分はよく考えて発言するようになったと感じている。」
では７割ほどしか「はい」と答えておらず、授業で得た知識を別の場面に活かしていくことができ
るような機会の工夫を考えていきたいと思います。
　また、設問６の相談体制に関する質問の結果から、お子様にとっては相談しやすい教員が比較的
多いことは安心しましたが、「保護者アンケート」では「はい」の割合が少なめでした。保護者の
皆様にも相談しやすい体制づくりを進めていきたいと思います。
　「生徒アンケート」の設問９「学校・学年だより等について、家で話題にすることがある。」に
おいて、「はい」の割合が少なめでした。様々な活動の制限がある中で前向きに取り組んでいる生
徒の皆さんの活躍を、学校でも随時紹介していきたいと思います。ご家庭でも、ぜひ話題にしてい
ただけると幸いです。
　今後もご家庭との連携の中で、生徒の皆さんが毎日充実した学校生活を送ることができるよう尽
力してまいりますので、ご理解・ご協力いただきますよう、お願いいたします。

令和３年度 学校評価アンケート集計結果 

◇　生徒アンケート ◆　保護者アンケート

Ａ：はい　　Ｂ：どちらかといえばはい　

本年度のA＋B 本年度のA＋B

　保護者の皆様におかれましては、「保護者アンケート」にご協力いただき、誠にありがとうござ
いました。生徒の皆さんに行った「生徒アンケート」とともに、集計結果をお知らせします。


